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１．情報提供・意見把握の実施 

 

羽田空港の機能強化については、滑走路運用及び飛行経路の見直し等の具体化に向け、関係自治体や

航空会社等の関係者と協議を行うため、「首都圏空港機能強化の具体化に向けた協議会」が開催されると

ともに、関係自治体等と協議が進められてきた。 

本業務は、上記協議会及び「羽田空港機能強化に関するコミュニケーションのあり方アドバイザリー会議」

を踏まえ、羽田空港における新飛行経路の運用開始後である令和４年度においても引き続き、羽田空港機

能強化の目的・意義、新飛行経路の運用状況、騒音対策、落下物・安全対策等について、主に飛行経路下

の住民を対象に情報提供を行うものであるという業務の目的に則り、２.３.を実施した。 
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２．情報提供の実施結果 

①ホームページの更新 

羽田空港の機能強化の必要性及びその実現方策、騒音対策、落下物対策等を掲載しており、メール

フォームにて幅広く意見を伺うホームページ「羽田空港のこれから」（PC 版・スマホ版）について、

引き続き、掲載情報の更新を行った。 

本年度は、新飛行経路の運用状況に係る定期運用報告の公表を行うとともに、「国土交通省の取組」

ページの更新や、AI チャットボットの更新を実施した。このほか、「羽田空港のこれから」内のメール

フォームから投稿された意見についてのとりまとめ・報告も実施した。 

 

 

◇主な更新事項（令和４年４月～令和５年３月） 

 

トップページ 

・ ＡＩチャットボットの設問・回答内容の更新 

 

国土交通省の取組（騒音対策） 

・掲載資料・図表等の更新（例：着陸方式の図） 

国土交通省の取組（落下物・安全対策） 

・掲載資料・図表等の更新（例：部品欠落の重量別・部品別割合） 

国土交通省の取組（羽田新経路の固定化回避に係る技術的方策検討会） 

・掲載資料・図表等の更新（例：令和４年度の検討内容・取組状況） 

 

運用状況 

・掲載資料・図表等の更新（例：定期運用報告） 

 ・新飛行経路の運用状況等に係る資料（チラシ）の掲載 

 

情報ライブラリ 

 ・新飛行経路の運用状況等に係る資料（チラシ）、ニューズレターの掲載 
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◇トップページ（令和５年３月時点） 
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◇お知らせ記事一覧（令和５年３月時点）※令和４年度更新箇所のみ抜粋 
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②メディアでの発信 

以下のメディアで、羽田空港機能強化に係る情報発信を実施した。 

 

◇ポスティング広告（15 区市等に対して配布） 

【大田区】 
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【川崎市】 
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【江東区】 
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【江戸川区】 
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【品川区】 
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【港区】 
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【目黒区】 
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【渋谷区】 
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【新宿区】 
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【中野区】 
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【豊島区】 
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【練馬区】 
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【板橋区】 
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【北区】 
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【埼玉県】※配架のみ 
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◇WEB 上でのバナー広告 

 

 

 

 

 

 

＜配信期間＞ 

2022 年 7 月～2023 年 3 月 
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◇経済誌タイアップ広告（週刊ダイヤモンド） 
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◇経済誌タイアップ広告（ダイヤモンド・オンライン）※内容は、週刊ダイヤモンドと同一 
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◇経済誌タイアップ広告（AERA） 
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◇経済誌タイアップ広告（AERA dot.）※内容は、AERA と同一 
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◇ニューズレターの作成・発送 

羽田空港機能強化に関して、詳細な情報提供することを目的としたニューズレターの作成・発送を

行った。 

 

・通常版（東京・神奈川・埼玉） 第 15 号（4 ページ） 

  

  

 

 

 



28 

 

・通常版（東京・神奈川・埼玉） 第 16 号（8 ページ） 
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・通常版（東京・神奈川・埼玉） 第 17 号（8 ページ） 

  

  

 

 

 

 

 

 



31 
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◇地域版（千葉）2023 年春 
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③その他の情報発信手法の提案 

上記①～②以外のより効果的な情報提供の手法等として、以下の動画改訂等を行った。 

 

◇羽田空港内ディスプレイで放映する動画の改訂 
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◇研修の実施 

航空局の担当職員が、住民及びメディアに対して適切に対応できるよう、研修を実施した。 

 

※研修概要抜粋 
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３．意見把握の実施結果 

①メールフォームに投稿された意見の取りまとめ及び分析 

「羽田空港のこれから」内のメールフォームに投稿された意見をとりまとめ、発注者に報告した。

あわせて、それらの内容を分析し、２.の情報提供にも活かした。 

 

 

②報道等のクリッピング及びそれに基づく傾向分析 

羽田空港の機能強化に関して取り上げられた新聞、雑誌、WEB 記事、テレビ番組等を随時クリッピ

ングし、報道傾向や影響等も踏まえつつ、２.の情報提供にも活かした。 

 

 

③インターネット上の意見分析 

新飛行経路下の住民等のインターネット上の意見（羽田空港の機能強化に関する WEB 記事に対する

コメントや SNS における発言等）の傾向や拡散状況、新飛行経路下の他の住民に与える影響を分析

し、２．の情報提供にも活かした。 

 

 

④その他の意見把握手法の提案 

上記以外にも、より効果的な意見把握の手法等について、随時検討・提案を行った。 
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４．令和４年度業務全体の振り返りと次年度への課題 

 

本年度も、羽田空港機能強化の効果、運用状況、各種対策の取組状況等について情報発信を実施した。 

 

令和 2 年 3 月 29 日より、羽田空港新飛行経路の運用が開始されたが、新型コロナウイルス感染拡大

による世界的な航空需要減によって、依然として想定を下回る運用状況が続いている。一方で、令和 4

年 10 月 11 日に、国際的な人の往来再開に向けた措置として、水際対策が緩和されたことにより、復便

は来年度に向けてより本格化すると考えられる。 

 

また、関係自治体等から、新飛行経路の固定化回避等に関する要望が寄せられている中で、令和 2 年

6 月には「羽田新経路の固定化回避に係る技術的方策検討会」が設置され、これまでに 5 回の検討会が

開催された。 

 

このような中で、本年度は、ホームページによる年間を通じた情報発信のほか、ニューズレター・ポ

スティング・経済誌タイアップ広告記事等によるきめ細かな情報発信を実施した。また、メールフォー

ム等を活用し、住民からの意見収集にも取り組んだ。 

 

本年度実施した情報提供・意見把握の結果を踏まえると、次年度においても、引き続き、羽田空港の

機能強化について多様な広報施策を進めるとともに、地域住民の関心事項である「新飛行経路の運用状

況」「騒音対策」「落下物・安全対策」等について、継続的・定期的に情報提供していくことが重要であ

る。また、水際対策の大幅な緩和による復便傾向も踏まえながら、情報発信の一層の強化に努め、改め

て羽田空港機能強化の意義・目的について、分かりやすく情報発信していくことも重要である。 

 

引き続き、様々な受け手を想定し分かりやすい形で丁寧に情報提供していくことが課題であると認識

している。 

 

 

 

 




